
「ホンネで語る就農の今！」

令和８年2月27日（金）
中国四国農政局岡山県拠点

令和７年度新規就農者との意見交換



14:30開催前に、以下の４点についてご確認ください。

1. 意見交換会中は、マイクとカメラはオフでお願いします。

2. 只今、音楽を流しております。聞こえない場合は、スピーカーの確認を
お願いします。
音声が聞こえないなど技術的問題があった場合、チャット欄にてご連
絡下さい。

3.  ご質問は、チャット欄から受け付けますが、時間の都合で対応できない
場合がありますので、あらかじめご了承願います。

4. 本日の意見交換会の模様を後日、岡山県拠点のHPに掲載する予定です。
あらかじめご承知おきください。

令和７年度新規就農者との意見交換会 「ホンネで語る就農の今!」令和７年度新規就農者との意見交換会
「ホンネで語る就農の今!」



令和７年度新規就農者との意見交換会
「ホンネで語る就農の今!」

【本日の進め方：14時30分～16時40分】※時間配分は目安です。

１．開催挨拶（14:30～）中国四国農政局 岡山県拠点 地方参事官 中村
２．新規就農者からの発表（14:40～）

・取組発表（就農を決意したきっかけや経験談等）
・果樹生産者:原 裕貴（はら ゆうき）氏 真庭市（ぶどう）
・果樹生産者:入江 勢起（いりえ せいき）氏 岡山市（もも）
・花き生産者:佐藤 亮（さとう りょう）氏 新見市（花き）
・指導農業士:三藤 一幸（さんとう かずゆき）氏 岡山市（ぶどう）アドバイザー
（5分間休憩）

３．意見交換（ディスカッション）（15:20～）
・新規就農時（１～２年目）の取組

農地、資金、技術習得、周辺とのつながり等
・定着、安定（３～５年目）の取組

コスト低減、機械や施設の導入、販路確保等
・オブザーバー:岡山県農林水産部農産課、中国四国農政局経営支援課

４．情報提供（16:15～）
・新規就農者のための支援制度（中国四国農政局経営支援課）

５．質疑応答（16:30～）



新規就農までのアプローチ例（イメージ）

就農決意⇒具体的な準備にアクション！

家族との相談
（移住の判断）
・ライフスタイル
・働き方、交流
・資金、住居等

生活体験
（一時滞在）
・住環境、役場、
買物、学校、
病院、交通等

就農のきっかけ（食や農への想い、働き方など）

事前に考えておく３つの視点！

就農に向けた情報収集
（住環境、品目・農地、収入等）

ネット
情報

相談
機関

定着のために
必要なコト！

❶

❷

❸

➍

農業体験
（研修等）
・品目、面積
・技術、経営、
交流 等

技術向上

機械・施設導入

経営改善

販路確保

アクションその２❻

農地・住宅確保

資金確保

技術習得

地域との関わり

アクションその１❺



新規就農時の取組

3

参加者紹介



新規就農時の取組
佐藤さん

（リンドウ）新見市
入江さん

（もも・ぶどう）岡山市
原さん

（ぶどう・水稲）真庭市

・就農オリエンの見学でリンドウ
に魅力感じ、仏花需要で経営
の安定に魅力感じて

・継承意志があった
・父の高齢と子の入学で帰郷
したこと

・整備士から転身、叔父の勧めで
ぶどう栽培に挑戦

１ きっかけ

・就農のイベント等でもも・ぶどう
等を訪問し比較検討

・園地の現況や施設の状況
は自身で検証

・叔父が所属している生産組合の
情報収集

２ 情報収集

・リンドウ農家（受入農家）の
説明に魅力を感じた

・当初Uターン就農に慎重だっ
た妻の後押しがあった

・叔父の園地を訪問、自身が判断
し即決意

３ 検討期間、家族
との相談等

・祖父母の住居があったことから
安心感があった

・父から経営継承
・他の産地訪問はなし

・母方の地元であり、叔父の支援
を受けられる環境があった

４ 訪問地
地域との関わり

・就農説明会では、もも・ぶどう・
トマト・リンドウの生産者を訪問

・もも、ぶどうの改植を進め、新
品種を導入

・ぶどうでは叔父が栽培していた。
水稲は祖母が栽培していた

５ 検討した品目

・農地:研修先の農家の知人
から借受
・リンドウ35a、アスパラ10a
・住宅:祖父母の住居

・農地:継承借受
・もも約80a、
・ぶどう約5～6a（ガラス温室）
・住宅:両親と同居

・農地:叔父の紹介を通じて借受
・ぶどう35a、水稲89a、白ネギ
・住宅:母と同居

６ 農地・住宅
の確保

・就農準備資金150万円を１
年間活用

・自己資金と前職の貯蓄を取
り崩して充当

・就農準備資金150万円を１年
間活用

７ 資金の確保



定着までの取組
佐藤さん

（リンドウ）新見市
入江さん

（もも・ぶどう）岡山市
原さん

（ぶどう・水稲）真庭市
・受入農家の指導と部会メン
バーの支援

・OJT中心（父等の助言）
・JAの果樹農業塾に参加

・部会メンバーの指導で習得
・県、JAの指導

８ 技術習得、
技術向上

・機械共有、JA選果場利用・軽トラ・動噴・パワーショベル
等は既存
・老朽施設の撤去・改植（自
己資金）

・（補助金活用）機器導入を
検討

９ 機械・施設の
導入（実例）

・受入農家の研修期間中に
出荷組合との関係を築く

・父や近隣農家に相談。
・消防団等の共同作業で信頼
構築

・親族の知人を通し、近隣農家
との関りはスムーズになった

10 相談先
地域との関わり

・機械・選果場を共同利用し
初期投資を抑制
・資材導入・価格高騰対策の
補助金活用

・収穫を朝採りに集中し、午後
の出荷作業ロス減。

・複合経営でリスク分散、直販
も併用

11 コスト低減など
経営努力

・JA選果場出荷を継続
（個人販売は検討中）

・規格品はＪＡ、規格外品は
直売・産直・ネット。
・固定客づくり

・JA出荷8～9割＋個人
（飲食店へ直販）

12 販路確保
（今後の予定含む）

・高齢でも続けられる省力・安
定経営を目指す

・温室をパイプハウスへ更新
・空港線沿い倉庫で直売所を
検討

・法人化して、ぶどう・米・白ネギ
の3本柱で取組みたい

13 今後の展望

・地域の共同作業に参加し、
挨拶や日々の積み重ねが関
係をつくり定着につながる。

・想定外は起こるが、考えるよ
りもまずはやってみる。真剣に
取り組めば周りが助けてくれる。

・悩みすぎて先延ばしにするより、
まず飛び込むことで周囲の支援
につながる。

14 就農を目指す
人へのメッセージ



（URL:https://forms.office.com/r/RfTxCM7KbN）

（URL:https://forms.office.com/r/d09Y9LbXXd）

中国四国農政局岡山県拠点

•


